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社会資本総合整備計画

神⼾市建設事業外部評価委員会説明資料

担当︓建設局下⽔道部計画課

1

防災・安全交付⾦
防災・安全交付⾦（重点計画）

2

※玉津処理場がない

玉津処理場

垂水処理場

西部処理場

ポートアイランド処理場

鈴蘭台処理場

東灘処理場

主な施設
・処理場 ６ヶ所
・汚泥焼却施設 １ヶ所
・ポンプ場 25ヶ所

現況（R2末）
・汚水管 約4,100 km
・雨水管 約 660 km
・⼈⼝普及率 98.7 ％
・処理区域 17,000 ha
･⼈⼝ 約152 万⼈

神⼾の下水道
三木市 三田市稲美町

明石市
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中期経営計画 （アクアプラン2020）
「こうべアクアプラン2020」

〜 「輝ける未来創造都市の実現」を⽀える下⽔道 〜
「こうべアクアプラン2020」

〜 「輝ける未来創造都市の実現」を⽀える下⽔道 〜

安⼼で快適な市⺠⽣活と社会活動を⽀えます

〇 膨⼤なストックの改築更新
〇 改築に併せた施設の耐震化

安⼼で快適な市⺠⽣活と社会活動を⽀えます

〇 膨⼤なストックの改築更新
〇 改築に併せた施設の耐震化

浸水に強い安全なまちづくりを進めます。

〇 浸⽔対策事業の促進
〇 改築に併せた施設の能⼒増強

浸水に強い安全なまちづくりを進めます。

〇 浸⽔対策事業の促進
〇 改築に併せた施設の能⼒増強

健全な水環境と循環型社会の実現に貢献します

〇 ⾼度処理の導⼊
〇 資源・エネルギーの有効活用
〇 CO２削減の取組

健全な水環境と循環型社会の実現に貢献します

〇 ⾼度処理の導⼊
〇 資源・エネルギーの有効活用
〇 CO２削減の取組

汚水管渠の老朽化

処理場の老朽化

台風による浸水状況（国道2号）

バイオガス精製装置

4

改築更新

地震対策

浸⽔対策

⽔質保全

社会資本整備総合交付⾦
⇒ 下⽔道の新たな整備等が対象

下⽔道管理施設（処理場・ポンプ場・管渠等）

防災・安全交付⾦
⇒ 地震対策・浸⽔対策・⽼朽化対策等

社会資本整備総合交付⾦
（国⼟交通省所管）

国庫補助
の活用

〇 社会資本整備総合交付⾦の概要
・ 地方公共団体は政策課題を自ら抽出し、定量的な指標による目標を設定した、概ね3〜5年

程度の 『社会資本整備総合計画』 を作成。
・ 計画へ配分された国費の範囲内で、地方公共団体が自由に計画内の各事業へ国費を充当。
・ 地方公共団体が自ら整備計画の事後評価を実施し、HP等により公表を⾏う。

社会資本整備総合交付⾦について

エネルギーの
有効利用



神⼾市下⽔道事業の整備計画（３計画）

（１）神⼾市公共下水道事業における社会資本総合整備計画

5

② 「神⼾市公共下⽔道事業 〜安全・安⼼のまちづくり〜（防災・安全）」
交付⾦・・・防災・安全交付⾦

③ 「神⼾市公共下⽔道事業 〜浸⽔に強い安全なまちづくり〜（防災・安全)（重点計画）」
交付⾦・・・防災・安全交付⾦（重点）※H30年度に創設（浸⽔被害の増加により）

防災・減災、安全を実現するメニューに特化して集中的に⽀援
→ 地震対策、浸⽔対策、⽼朽化対策が主な対象

① 「神⼾市公共下⽔道事業〜ひと・都市・地球環境を守り育てる下⽔道をめざして〜」
交付⾦・・・社会資本整備総合交付⾦

→ 下⽔道の新たな整備 , 資源エネルギー利用 等

（2）下水道事業における整備計画の位置づけ

6

神⼾市下水道事業中期経営計画 （アクアプラン2020）
計画期間 （2016〜2020）

市の経営⾯も考慮しながら5年間の社会資本整備を推進するための計画

社会資本整備総合計画 （本計画）
アクアプランのうち国庫補助対象事業を社会資本整備総合計画に位置付けている。

アクアプラン2020の目標アクアプラン2020の目標 社会資本整備総合計画の目標
（定量的指標）

社会資本整備総合計画の目標
（定量的指標）合 致



（３）中期経営計画（アクアプラン2020）と定量的指標の関係性
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基本方針

安⼼で快適な市⺠⽣活と
社会活動を⽀えます。

浸⽔に強い安全な
まちづくりを進めます。

健全な⽔環境と
循環型社会の実現

に貢献します。

持続可能な下⽔道
サービスを提供します。

膨⼤なストックの改築更新

改築に併せた施設の耐震化

浸⽔対策事業の促進

改築に併せた施設の能⼒増強

⾼度処理の導⼊

CO2削減の取組み

経営基盤の強化

資源・エネルギーの有効活用

施策

③ 地震対策実施処理場

② 雨⽔整備重点地区

① 管渠の改築更新実施率

再⽣⽔事業実施区域
消化ガス有効利用率

中期経営計画（アクアプラン2020） 整備計画の定量的指標

○ 計画の名称
「神⼾市公共下⽔道事業 〜安全・安⼼のまちづくり〜（防災・安全）」

○ 計画の期間
平成27年度〜平成31年度（5年間）

○ 交付対象
神⼾市

○ 計画の目標
安全・安⼼・快適な市⺠⽣活と健全な都市活動を⽀え、震災などの⾮常時にも良

好な⽔環境を保持するための防災・安全対策を実施し、魅⼒ある神⼾のまちの創造
に貢献する。

8

社会資本整備総合計画の内容



○ 計画の名称
「神⼾市公共下⽔道事業 〜浸⽔に強い安全なまちづくり〜（防災・安全）
（重点計画）」

○ 計画の期間
平成30年度〜平成31年度（2年間）

○ 交付対象
神⼾市

○ 計画の目標
安全・安⼼・快適な市⺠⽣活と健全な都市活動を⽀え、震災などの⾮常時にも

良好な⽔環境を保持するための雨⽔対策を実施し、魅⼒ある神⼾のまちの創造に
貢献する。
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社会資本整備総合計画の内容
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① 管渠の改築更新を、平成31年度末までに50km実施する。
計画の指標︓改築更新実施延⻑／対象延⻑（50km）
０％（H27当初） → １００％ （H31末）

（50km以上）
② 雨水整備重点地区（全9地区）の対策完了地区を2地区から5地区に増加させる。

計画の指標︓対策済雨⽔整備重点地区 2地区 → 5地区
2地区（H27当初） → 5地区以上 （H31末）

③ 地震対策実施（揚排水、沈殿、消毒機能を1系列でも確保する）処理場を平成
31年度までに1処理場から2処理場に増加させる。
計画の指標︓地震対策実施処理場（1処理場→2処理場）
1処理場（H27当初）→ 2処理場以上 （H31末）

計画の成果目標（定量的指標）・・・防災・安全 ①〜③
防災・安全（重点）②



・ 昭和40年代に集中的に整備してきた施設の⽼朽化が、近年進⾏
・ ⽼朽化施設を放置すると、管渠の閉塞、道路陥没などの要因となる

11

（１）管渠の改築更新

管渠の布設年度とその延⻑

実施事業 （定量的指標︓管渠の改築更新を、平成31年度末までに50km実施する。)

汚⽔管渠の⽼朽化

昭和40年代に集中的に整備

ストックマネジメント計画
工事前 工事後

0
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100
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250

300

H23 H33 H43 H53 H63 H73

総
事
業
量

【年度】

平準化後
平準化前

【km】

Ｈ28〜R17年度 R18〜R37年度

65㎞/年45㎞/年

R3 R13 R23 R33 R43

改築更新基本計画
実施事業 （定量的指標︓管渠の改築更新を、平成31年度末までに50km実施する。)

管渠の改築更新⼯事の実施・ 阪神淡路⼤震災の後に管渠の傷み具合を調査した結果
汚⽔管4,100kmの内、2,500kmのコンクリート管を
改築更新の対象とする。

・ 標準耐用年数の50年ではなく、使用限界80年
を迎えるまでに改築更新を⾏う。

・ 昭和40年代に集中的に布設した管渠の
改築更新を前倒し、後ろ倒しすることで
改築事業費の平準化を図る。



（２）浸⽔対策事業について
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・赤→事業中の地区
・⻘→事業予定地区
・緑→既完了地区

実施事業 （定量的指標︓雨水整備重点地区（全9地区）の対策完了地区を2地区から5地区に増加させる。 )

雨水整備重点地区（9地区）
繰返し浸⽔被害の起こった９地区を
雨⽔整備重点地区 として整備している

（浸⽔の範囲や影響が⼤きい地区)
H31年度末完了目標地区︓
三宮南地区、⻑⽥南部地区、和⽥岬地区

三宮南地区浸水対策事業

14京橋ポンプ場

台風による浸⽔状況
（国道2号線）

中突堤ポンプ場 小野浜ポンプ場

小野浜ポンプ場（新設）

中突堤ポンプ場（新設）

対策
一部未整備箇所あり
令和3年度完了予定

平成16年度の台風による浸⽔被害を契機に、雨⽔ポンプ場及び雨⽔管渠の整備を進めている

神⼾市役所１号館
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・赤→事業中の地区
・⻘→事業予定地区
・緑→既完了地区

実施事業 （定量的指標︓雨水整備重点地区（全9地区）の対策完了地区を2地区から5地区に増加させる。 )

⻑⽥南部地区浸水対策事業

⻑⽥南部地区浸水対策事業

16南駒栄ポンプ場

一部未整備箇所あり
令和3年度完了予定

⻑⽥港に⾯した低地盤地区で、⾼潮による海⽔の逆流や内⽔の溢⽔による浸⽔が
度々発⽣しているため、雨⽔ポンプ場及び雨⽔管渠の整備を進めている
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・赤→事業中の地区
・⻘→事業予定地区
・緑→既完了地区

実施事業 （定量的指標︓雨水整備重点地区（全9地区）の対策完了地区を2地区から5地区に増加させる。 )

和⽥岬地区浸水対策事業

和⽥岬地区浸水対策事業
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和⽥岬ポンプ場の改築に併せ、浸⽔被害のあった遠矢浜地区を含めて、雨⽔ポンプ場
及び雨⽔管渠の整備を進めた

新和⽥岬ポンプ場

台風による浸⽔状況
（遠矢浜地区）

平成29年度完了



実施事業 （定量的指標︓地震対策実施処理場を平成31年度までに1処理場から2処理場に増加させる。)

想定最⼤規模の地震発⽣時においても
揚排⽔、沈殿、消毒機能を1系列でも確保する。

水処理施設
下水処理場

（３）処理場の耐震化

地震発生時においても機能を確保する施設

揚排⽔ 沈殿 消毒
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（３）処理場の耐震化
最低限の処理機能として揚排⽔、沈殿、消毒機能を1系列でも確保する

⽔処理施設（分場系） ⽔処理施設（本場系）

⽔処理施設（東系）

垂⽔処理場（3系列）
⾯積︓約39ha

実施事業 （定量的指標︓地震対策実施処理場を平成31年度までに1処理場から2処理場に増加させる。)

山陽東垂⽔駅

山陽滝の茶屋駅

至山陽垂⽔駅
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想定最⼤規模の地震を対象として⾮常時においても揚排⽔、沈殿、消毒機能を
1系列でも確保する。

※玉津処理場がない

玉津処理場
（2系列）

（2系列今回実施）

垂水処理場
（3系列）

（内1系列実施済）
西部処理場

（2系列）
ポートアイランド処理場

（1系列）

鈴蘭台処理場
（3系列）

東灘処理場
（2系列）

実施事業 （定量的指標︓地震対策実施処理場を平成31年度までに1処理場から2処理場に増加させる。)

・改築更新基本計画に基づき、管渠のライフサイクルコストの低減を図りながら改築更新を実
施することができた。

・雨⽔管渠等を整備することで、浸⽔に強い安全なまちづくりを進める事ができた。

・処理場の耐震化を進めることで、想定最⼤規模の地震（1995年兵庫県南部地震）
発⽣時でも機能停止するリスクを低減できた。

３．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

22

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
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Ⅱ定量的指標の達成状況

①管渠の改築更新実施率
改築更新基本計画に基づき改築更新を189㎞実施し、目標値(50 ㎞ )を達成することが
できた。

指標 当初現況値
（H27当初）

最終目標値
（H31末） 整備実施後

管渠の改築更新実施率
（対象︓50㎞） 0% 100% 378%

＜整備実施後の実施率が目標値を⼤幅に超えた理由＞
本事業は、国の交付⾦事業で実施するため、交付⾦対象となる路線延⻑を目標値として設

定していた。ただし、工事を効率的に⾏うため、丁目単位で施工しており、交付⾦対象の路線
に加えて周辺の交付⾦対象外の路線も市の事業費を投⼊して実施した。
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Ⅱ定量的指標の達成状況
②対策済雨水整備重点地区

雨⽔整備重点地区において、ポンプ場に流⼊する雨⽔管渠の整備を進めたが、５地区の目
標に対して３地区の完了のみとなった。

＜未達成理由＞
・地下埋設物の移設に、各管理者との協議・調整に時間を要した。

・地元、道路管理者、所管警察等との調整に時間を要した。

・三宮南地区の雨⽔管渠の築造にあたり旧護岸の撤去等に時間を要した。

指標 当初現況値
（H27当初）

最終目標値
（H31末） 最終実績値

対策済雨⽔整備重点地区 2地区 5地区 3地区



【参考】主な浸水対策事業の進捗状況
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Ⅱ定量的指標の達成状況

事業 進捗状況
事業進捗率 完了年度

① 三宮南地区浸⽔対策事業 93.8% Ｒ３年度(予定)
② ⻑⽥南部地区浸⽔対策事業 81.3％ Ｒ３年度(予定)
③ 和⽥岬地区浸⽔対策事業 100 ％ Ｈ２９年度

（Ｒ２年度末時点）

※事業進捗率は浸水対策面積ベース

・ 三宮南地区では、H16年の台風で国道２号が冠⽔し、通⾏止めが⽣じたが、浸⽔対策
が進んだことにより、H30年の台風21号では本地区で国道２号が冠⽔することは無かった。
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Ⅱ定量的指標の達成状況

指標 当初現況値
（H27当初）

最終目標値
（H31末） 最終実績値

地震対策実施処理場 1処理場
（垂⽔） 2処理場 2処理場

（垂⽔、玉津）

③地震対策実施率
玉津処理場において地震対策（揚排⽔、沈殿、消毒機能を1系列でも確保する）を実施
し、地震対策済み処理場を1処理場から2処理場とすることができた。
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Ⅲ定量的指標以外の効果の発現状況

・管渠の改築更新として管更⽣工事等を実施することで管渠の耐震化を図ること
ができた。

・改築更新基本計画に基づき、改築更新を⾏うことで事業費の平準化につながっ
た。

４．特記事項（今後の方針等）
・気候変動等の影響により新たな地区で浸⽔被害が発⽣していることから、雨⽔浸⽔対
策基本方針を策定のうえ対策を実施し、浸⽔に強い安全なまちづくりを進める。
※三宮南地区および⻑⽥南部地区はR3年度完了予定

・ライフサイクルコストの低減を図りながら管渠や処理場・ポンプ場の計画的な改築更新を
実施し、下⽔道施設の機能を適切に保全していく。

・処理場やポンプ場において耐震化の実施を進める。

・令和3年度に耐⽔化計画を策定し、洪⽔等による処理場・ポンプ場の浸⽔被害の低減
を図る。
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